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別 紙 

 

 

１．名称及び住所並びに代表者の氏名 

名    称   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

住    所   茨城県那珂郡東海村大字舟石川 765 番地 1 

代表者の氏名   理事長 小口 正範 

事業所住所   茨城県那珂郡東海村大字村松 4番地 33 

事 業 所 名   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

          核燃料サイクル工学研究所 

 

 

２．使用の場所 

プルトニウム燃料第一開発室（施行令第４１条該当） 

プルトニウム燃料第二開発室（施行令第４１条該当） 

プルトニウム燃料第三開発室（施行令第４１条該当） 

プルトニウム廃棄物処理開発施設（施行令第４１条該当） 

Ａ棟（施行令第４１条非該当） 

Ｂ棟（施行令第４１条該当） 

ウラン廃棄物処理施設（施行令第４１条該当） 

Ｊ棟（施行令第４１条該当） 

Ｌ棟（施行令第４１条非該当） 

Ｍ棟（施行令第４１条該当） 

東海事業所第２ウラン貯蔵庫（施行令第４１条該当） 

高レベル放射性物質研究施設（施行令第４１条該当） 

応用試験棟（施行令第４１条非該当） 

洗濯場（施行令第４１条非該当） 

安全管理棟（施行令第４１条非該当） 

計測機器校正室（施行令第４１条非該当） 

放射線保健室（施行令第４１条非該当） 

第三ウラン貯蔵庫（施行令第４１条非該当） 

 

 

３．変更の内容 

既に許可を受けた核燃料サイクル工学研究所における核燃料物質の使用について、次の

とおり変更する。 

なお、詳細は別添１から別添 15 に示す。 

 

1）核燃料サイクル工学研究所共通編 

(1) 現状との整合、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 
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2）プルトニウム廃棄物処理開発施設 

(1) 使用施設の位置、構造及び設備のうち、使用施設の設備のうち、プルトニウム廃

棄物処理開発施設のうち、安全管理設備のうち、放射線管理設備のうち、α線用空

気モニタの個数を変更するとともに、図７-15 から図７-17 におけるα線用空気モ

ニタ検出端の配置を変更する。 

 

3）Ａ棟 

(1) 誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

4）Ｂ棟 

(1) 誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

5）ウラン廃棄物処理施設 

(1) 令和 2年 10月 15日付け原規規発第 2010158 号で許可を受けた燃料製造機器試験

室の管理区域解除が、令和 4年 3月 28 日付けで完了したため、以下の変更を行う。 

① 廃棄施設の位置、構造及び設備のうち、ウラン系廃棄物貯蔵施設のうち、固

体廃棄施設のうち、燃料製造機器試験室の記載を削除する。 

② 廃棄施設の位置、構造及び設備のうち、第２ウラン系廃棄物貯蔵施設のうち、

固体廃棄施設のうち、燃料製造機器試験室の記載を削除する。 

③ 廃棄施設の位置、構造及び設備のうち、焼却施設のうち、固体廃棄施設のう

ち、燃料製造機器試験室の記載を削除する。 

(2) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

6）Ｊ棟 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

7）Ｌ棟 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

8）Ｍ棟 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

9）東海事業所第２ウラン貯蔵庫 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

10）高レベル放射性物質研究施設 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

11）応用試験棟 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 
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12）洗濯場 

(1) 現物との整合、誤記修正、表現の見直し等に係る記載の適正化を行う。 

 

13）安全管理棟 

(1) 法令改正を受けた規則条文の変更、現状との整合等に係る記載の適正化を行う。 

 

14）計測機器校正室 

(1) 法令改正を受けた規則条文の変更、現状との整合等に係る記載の適正化を行う。 

 

15）放射線保健室 

(1) 法令改正を受けた規則条文の変更、現状との整合等に係る記載の適正化を行う。 

 

 

４．変更の理由 

1）核燃料サイクル工学研究所共通編 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

2）プルトニウム廃棄物処理開発施設 

(1) 空気汚染の可能性が低く、定置式のα線用空気モニタによる連続的な空気中放射

性物質濃度の管理を必要としない作業環境のα線用空気モニタの配置箇所・個数を

見直すため。 

 

3）Ａ棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

4）Ｂ棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

5）ウラン廃棄物処理施設 

(1) 燃料製造機器試験室の管理区域解除が完了したため。 

(2) 記載の適正化を図るため。 

 

6）Ｊ棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

7）Ｌ棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

8）Ｍ棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 
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9）東海事業所第２ウラン貯蔵庫 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

10）高レベル放射性物質研究施設 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

11）応用試験棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

12）洗濯場 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

13）安全管理棟 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

14）計測機器校正室 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

15）放射線保健室 

(1) 記載の適正化を図るため。 

 

 

以  上 
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